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1. はじめに 

 ジョギングやマラソンを楽しむランナーにとって，

路面の走りやすさは速く走ることや，障害を起こさ

ないことである 1)．ランナーが路面を走行する際の

走りやすさは，クッション性とグリップ性に分けら

れる．クッション性については硬度計を用いた試験

で路面の硬さとして定量的な評価が明らかであるが

2），グリップ性すなわち摩擦抵抗については定量的

な評価指標，試験法が明らかになっていない．そこ

で本研究では，3種類の試験を選定し，8種類の異な

る路面のすべり摩擦抵抗値を測定し，人が走行する

際の路面のすべり摩擦抵抗を定量的に評価する指標，

試験法を特定することが本研究の目的である．本研

究で用いた 3種類の試験機は，携帯型すべり試験機

（以下，小野式）は歩行者系道路舗装の試験で使用

実績が多いこと，スリップメーター，連続式すべり

抵抗測定器（以下，OTTO）は静止摩擦係数が測れ

ることから選定した．試験法を特定する方法として

各試験機の測定原理に着目して特定する． 

2. すべり抵抗試験の概要 

（1）試験の概要 

 3 種類のすべり抵抗測定機器を使用して，8種類の

舗装材料のすべり摩擦抵抗を評価した．今回は路面

を乾燥状態にしてすべり摩擦抵抗を調査した 

（2）使用混合物の種類 

 写真-1 に今回試験で使用した路面の一覧を示す．

図-1に混合物の粒度曲線を示す．（a）～（j）につい

ては，車道の表層で用いられている材料を用いた．

細密は 2.36 mm通過百分率の値が最も大きいことか

ら，路面のきめ深さが細かい混合物である．一方で

ポーラス 13 は 2.36 mm 通過百分率の値が最も小さ

いことから，路面のきめ深さが粗い混合物であるこ

とがわかる．  

3）試験方法 

①携帯型すべり試験機 O-Y・OSM 

  
(a) 細密 (b) 密粒 

  
(c) SMA5 (d) ポーラス 5 

  
(e) 開粒 (f) ポーラス 13 

  
(g) PRMS (j) Con舗装 

写真-1 本研究で使用検討した路面 10種類 

 

0.01 0.1 1 10 100
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110

通
過
質
量
百
分
率
（％

）

粒径（mm）

 細密
 密粒
 SMA5
 ポーラス5
 開粒
 ポーラス13

 
図-1 粒度曲線 

小野式は，すべり片を試験面上におき，すべり片が

動き出すときの試験値を得ていることから，歩行の

際に生じる状態に近い状態で試験を行っていると考

える 2）．評価指数は C.S.R である．  

 

土木学会中国支部第71回研究発表会（2019年度）Ⅲ－28

－ 242 －



②スリップメーター 

 スリップメーターは，測定面に対して鉛直方向か

ら接触子を通じて垂直荷重をかける．鉛直方向から

の荷重を徐々に傾け，接触子が滑り始めた角度をも

って静止摩擦係数を表す 4）． 

③連続式すべり抵抗測定器 OTTO 

 OTTO は，手押し車式であるため，連続的に点で

はなく線ですべり摩擦抵抗値を測ることが可能であ

る 4）．評価指数は静止摩擦係数である． 

3. 試験結果と考察 

 8 種類の路面を 3 種類の試験機器で測定した試験

結果を図-2 に示す．すべりに影響する摩擦係数は，

足が動き始めた直後の静止摩擦係数が関係するとい

われている 3）．（a）より小野式，スリップメーター

ともに 8 種類の路面ですべり摩擦抵抗値に違いが表

れ，すべり摩擦抵抗値が大きい路面と小さい路面が

明らかになった．路面によってきめ深さが違うポー

ラス 5，13の比較を行うと，ともにきめ深さが細か

いポーラス 5の方がすべり摩擦抵抗値が大きい結果

が表れた．この理由としてきめ深さが細かい路面の

方が接触子と触れる面積が大きくなるためすべり摩

擦抵抗値が大きくなったと考えた．（c）より OTTO

ではポーラス 5，13 は同じ程度の値が得られた．8

種類の路面の結果を見てもコンクリート舗装以外は

同程度の値を示しており路面種別を判断できていな

いと考える．OTTO から得られる指標も静止摩擦係

数であるがOTTOは押し車式で点ではなく線で静止

摩擦係数を計測しているため人の歩行動作にともな

う静止摩擦係数を計測できていないのではないかと

考えた．このことから小野式から得られる C.S.R と

スリップメーターから得られる静止摩擦係数は路面

種別を判断できていると考えた．小野式の測定原理

はすべり片を試験面に接触させてすべり片が動き出

す際の試験値を得ている．スリップメーターの測定

原理は試験面に対して接触子を通じて垂直荷重をか

け，荷重を徐々に傾け接触子が滑り始めた角度をも

って試験値を得ている．この値が歩行の際に生じる

状態に近い状態で試験を行っていると考える．以上

のことから人が走行する際の路面のすべり摩擦抵抗

を定量的に評価する試験法は小野式，スリップメー

ターで，評価指標は C.S.R，静止摩擦係数であると

考える． 
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(a) 小野式とスリップメーター 試験結果 
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(b) OTTO 試験結果 

図-2 試験結果 

4. まとめ 

 3 種類の試験で 8 種類の路面のすべり摩擦抵抗値

を測定した結果から，人が走行する際の路面のすべ

り摩擦抵抗を評価する試験法は小野式とスリップメ

ーターで，評価指標は C.S.R と静止摩擦係数である

と考えた．今回は試験機の測定原理に着目して，試

験結果の傾向から評価を行った．今後は路面の混合

物やテクスチャに着目して評価を考える． 
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